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５ 研究の目的 

 遺体の身元確認の精度を高めるため、全身死後 CT 画像に記録された骨格を学習資料と

した機械学習による性別・年齢推定法を開発する。また、これら推定法を他の検査機関で

も活用し、併行して、学習用資料を増やして精度を向上するため、作業工程の一部を自動

化する。 
 
６ 成果 

(1) 当初予定していた成果 
 機械学習を導入することにより、これまで経験知に強く依存していた性別・年

齢推定を高精度・客観的に行うことができるようになった。 
 これまで、20歳以上の幅をもって推定されていた骨格の年齢を、実務に十分

応用できる高精度（±6歳台）で行うことができるようになった。 
 基本的な機械学習に加えて深層学習を導入したことで、性別・年齢推定精度が

向上した。 
 

(2) 当初予定していなかったが副次的に（あるいは発展的に）得られた成果 
 当初、骨の抽出はルールベースの比較的単純な方法で行うことを想定してい

たが、骨抽出作業の前と後のDICOM画像を学習資料としたU-net深層学習に

より、高精度に骨抽出ができるようになった。 
 当初、性別・年齢推定は、3Dおよび2D的に骨格を相同モデル化した上での基

本的な機械学習で行い、一定の成績が得られていたが、最終年度に深層学習

（CNN）を導入することで精度が大幅に改善し、かつ、煩雑な作業を伴う相

同モデル化が不要となるという副次的な効果も得られた。 



 
(3) 当初想定していたが得られなかった成果 

 当初、抽出された頭蓋骨の下顎の咬合状態の整復も自動化する予定だったが、

死後CT画像の骨格は姿勢が一定でなく、本来の関節部位からの逸脱が著しい

ものが多く含まれるため、自動化は叶わず、システム外に3D形状を一時的に

取り出して他のソフトウェアによりマニュアル的に行うように仕様を変更せ

ざるをえなかった。 
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